
静電消煙機の開発について(第8報〉

設備用静電消煙装置

1. まえがき

火災時に建物内を流動肱散する煙の性状あるいは排

煙.消煙，制ぎよなどについては，各専門の分野にお

いて，いろいろな研究が行なわれている。

現在，中高層ピル，地下街など法令で定める防火対

象物には，防煙シャッター，防煙量れ壁，排煙設備な

どが設けられており，火災時の煙の制ぎょを配慮した

ものになっている。しかし，中高層ビルや地下街の火

災事例をみると，煙が廊下，階段等に充満し，視程が

得られなくなるため，避難あるいは，消防隊が進入す

る際の行動を著しく阻害し，そのために悲惨な事故を

起している事例が少なくない。

ζのような現状から，火災建物の通路または，廊下

を柑Lる煙を遮断するために行なっているものとして

はν禅ヲー・カーテ:1，ウォーター・カーテン，静電
消媛綾置，遮煙袋，あるいは，加圧，減圧による煙流

動制ぎよなどの研究がある。

静電気を応用した設備用の消煙装置の研究について

は，第4報(1974年10月消防科学研究所報11号P56-

P59)にパネル型消煙装置の試作実験結果を報告した

が，その後，消防隊用可鍛型静電消煙機の開発実用化

の過程において解明された消煙の原理，機構等を応用

し，できるだけ小型で消費電力が少なく，かつ，消煙

効果の大きい装置の開発を試みた。

今回は，実物大の廊下の通路断面積を約 1/10に縮小

した模型の実験装置を作り，その垂れ壁部分に相当す

る規模の静電消煙装置によって，流動煙に関する消煙

及び，制lぎょ効果の基礎的な実験を行なったので，そ

の概要を報告する。

2. 実験装置の概要

(1) 静電消煙装置の構造
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設定し，電圧を印加した場合と印加しない場合につい

て，煙流動の状況変化を煙濃度計及び写真撮影により

計観測した。煙濃度は，消煙電極の煙流入側53cmの位

置Ph 電極後部63cmの位置P2で，いずれも天井下7cm

のところに太陽電池とランプを対向させた濃度計およ

び，ベンレコーダーを用いて測定Lた。

消煙電極によって発生するイオ γ風及びP，点の煙の

流動速度については+ーミスター風速計を用いて測定

し，ベンレコーダーに記録した。消煙電極の電圧は，

直流高電圧発生装置の出力側に接続した静電電圧計に

よって測定した。

3 実験方法および結果

(1) イオン風の測定

図3に示す実験装置Eに設定した消鍾電極の気流出口
側のイオン風速をA~E点において，天井面より順次

下部に5点(1~5) 測定した(図 4 参照〉。

JJ 1 
図4 イオγ風の測定位置

測定結果は園 5に示すとおり，消煙電極に印加する

電庄が高いほどイオン風速も強く，電極棒に対して電

極線に15KVを印加した場合， 最高 1~1. 3m/s の風

速になる。

風速分布をみると，天井面から約15cmのところが最

も強くなる傾向であった。

(2) 消煙効果の測定
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図3の実験装置において，発煙片言己被暗殺艶生させ

た煙を天井面に沿って流動させ，消煙電極広明置圧を印

加しない場合と，電圧を印加した場合について，それ

ぞれ煙濃度Cs，(P，点)， CS2 (P2点〉および，P1点の

煙流動速度Wを測定した。

図6は，煙を自然流動の条件で消煙効果の実験を行

なった結果を示すもので，消煙電極の気流入口側の煙

濃度CS1に対し，気流出口側の煙濃度CS2は，印加電

圧が13KV以上になるとかなり大きく減衰し，良好tJ:.

消煙効果が得られている。

写真2から写真5は，その消盤効果の状況を示した

もので，印加電庄が13KV~15K ¥'になると疏動煙

は，消煙電極で殆んど全部消滅してしまう。

なお自然流動における P，点の風速WはO.lm/s以

下，気流温度は約30"Cである。

次に，廊下の気流出口側に設けた換気扇によって，

R点の気流速度をO.3m/s，O.47m/sに強制的に速め

た場合は，図7，岡8に示す結果となり，消煙電極の

気流出口側の煙濃度CS2が，煙流動速度を速くするほ

ど大きくなる。

この実験結果から，煙の流入量が消煙電極の消煙能

力以上になると消煙効率が急激に悪くなる。気流の速

度は，図7.図8の曲線Wにみられるように，消煙電

極に煙が進入してくるとやや遅くなる。

4.考察

この実験の目的である煙の流動速度と，消煙電極に

よる消煙効果の関係について考察してみると次のよう

になる。図6，7， Bの煙濃度曲線に基づき，煙の各

流動速度;W"W2， Waにおける消煙電極に15KVの電

圧を印加した場合の煙流入側P，点の減光係数(最大

値)CS1に対し，煙流出側の点のP2減光係数(最大値〉

CS2の関係は，表1のとおりである。

⑥ ⑤ @ 

ート10llT

-*-1却す

『毎日民V

o 』 l-O 2.0 o 1.0 2‘o 0 1.0 2:0 0 1:0 2:0 0 1:0 2.0 
風速(m/s)ー→

図5 イオン風速の測定結果
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